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することである。（対象）健常対照者 A 群：131例（20.2 ± 0.3）歳、B 群：53例（41.9 ± 0.5）歳、うつ病患者群：19例（22.4 
± 0.9 歳）、18～29歳のうつ病を青年期うつ病と定義した。（方法）対象に対して、S-H 式レジリエンス検査紙、CMI 健康調
査票や家族機能を含む独自の調査票を用いて調査を行った。得られたデータについてうつ病患者群と健常対照者群との統計
学的な比較を行った。（結果及び考察）A 群及び B 群のレジリエンスは同等であり、青年期うつ病患者群のレジリエンスは
健常対照者 A 及び B 群より有意に低かった。青年期うつ病患者群では、家族機能の問題や古典的うつ病とは異なる非定型
的特徴が認められ、レジリエンス低下との関連が示唆された。



























①　健康対照者 A 群及び B 群：独自に作成したストレス状
況の質問紙［ストレスの有無、現在感じているストレス度













































性別 男性 52(40%) 41(77%) 9(47%)








ストレス あり(%) 74 92 89
0.0211*なし(%) 24 6 11
不明(%) 2 2 0
ストレス度（VAS) 5.0 5.5 6.8 0.0049*
SE: 標準誤差
健常対照者 A 群の平均年齢は20.2歳、B 群の平均年齢は





く、健常対照者 B 群では男性77%、女性23% と男性の比率
が高かった。
CMI 健康調査票の抑うつ項目（６点満点）では健常対照




対照者 B 群92.0%、青年期うつ病患者群89.0% といずれも高
い割合でストレスがあると答えているが、患者群より対象
健常者 B 群が有意に高かった。また、ストレスの程度は









健常対象者 A 群、40代の健常対象者 B 群間では有意な差は
なかった。
Fig1. 青年期うつ病患者群と健常対照者群A及びBのレジ
リエンスの比較 − S-H式レジリエンス検査（Part Ⅰ）








社会的支援 自己効力感 社会性 総合

































－ S-H式レジリエンス検査（Part Ⅱ） —



















(n=19) P 値アンケート内容 A(n=131)
B
(n=53)
家庭に自分の居場所がある 84.5 86.8 63.2 0.1758
家庭は自分にとって安全な場所である 83.7 92.5 63.2 0.0743
家族は安心感を与えてくれる 76 81.1 47.4 0.0485*
家庭では何でも相談できる 31.8 52.8 36.8 0.0105*
家族といると落ち着く 68 73.6 36.8 0.0110*
家族はバラバラである 7 7.6 26.3 0.0233*
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